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はじめに
　漢代研究に欠かせぬ史料である居延漢簡や敦爆漢簡の中でも，占術や暦注に関する簡腰は，羅振
玉氏や森鹿ξ氏などが触れてはいるがω，頻繁に利用されているとは言い難い。それは，占術や暦注
などは，文書としてまとまっていないと，体系的な理解が難しく，そのため断片の多い西北地区の
簡履に残された占術・暦注関係史料は，ごく限られた比較的内容の整ったもの以外は利用出来なか
ったという事情があったためだろう。一九七五年，雲夢睡虎地秦墓で発見された秦簡の中に，かな
りの分量の「日書」という占術書が見つかり（以下秦簡日書と称する。甲乙二種ある），中国古代の
占術についての研究は大きく進展した。その研究に際して，伝世史料ばかりでなく，秦簡に時代の
近い居延漢簡や敦燈漢簡の関係史料が参照されるようになり，逆に今まで断片であるが故に利用出
来なかった漢簡を日書で補うことで利用・研究出来るようにもなった。
　ただ，数万点の西北地区出土の簡腰の中から，占術関係の簡順を捜し出すことは大きな労力を要
する。関西大学より出版された『居延漢簡索引』は，人名・地名主体の索引で，占術暦注は検索出
来ない。また，秦簡日書の研究が進む中，日書に類似しているために引用された漢簡はまだ人目に
っきやすいが，日書の内容に類似していない占術を記した漢簡はそのまま埋もれてしまうことにも
なりかねない。いくら断片とはいえ貴重な一次史料であり，それでは余りに勿体ない。少なくとも
利用しやすい形にまとめておきたいと考え，今回，占術や暦注を記した漢簡を選び出し，内容別に
グループ分けして整理した。それぞれのグループの末尾には，簡単ながら注釈を付し，その内容に
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関する参考文献を挙げた。なお，劉楽賢氏の『睡虎地秦簡日書研究』（文津出版社，1994年）は，漢
簡も使用した詳細な研究で必見のもののため，関連する内容のある箇所を本文中に注記しておいた。
　使用したテキストは，以下の通りである。
　　『居延漢簡釈文合校』文物出版社・一九入七年
　　『居延新簡　甲渠候官与第四燧』文物出版社・一九九〇年
　　『疏勒河流域出土漢簡』文物出版社・一九入四年
　　『敦想漢簡釈文』甘粛人民出版社・一九九一年
敦燈漢簡にっいては，第二次世界大戦以前に発見されたものは，『疏勒河流域出土漢簡』を基本とし，
『敦煙漢簡釈文』に載る釈文を参考にした。戦後に発見された敦煙漢簡は，『敦煙漢簡釈文』によっ
た。
　　各簡順に付した番号は以下の通りである。
・数字のみのもの（例：225・32など）…『居延漢簡釈文合校』漢簡番号
・アルファベット記号つきのもの（例T65・18など）…『居延新簡』漢簡番号
　　　T…E・P・T　　F…E・P・F　　S…E・P・S　をそれぞれ省略したものである。
・疏，羅という漢字に数字がついているもの（例：疏554，羅26など）…『疏勒河流域出土漢簡』
　漢簡番号　疏…疏勒河流域出土　羅…ロブノール出土
・馬，玉という漢字に数字がついているもの（例：馬387など）…『敦旭漢簡釈文」漢簡番号
　馬…敦煙馬圏湾出土　　玉…玉門花海出土
各テキストによって，「…　」や「囚等の記号の意味が違うものがあるが，ここでは各テキスト
の表記に従ったので，留意されたい。
　1，暦注つき暦
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※元康三年暦譜…今までのタイプとは少し違うが，良く似ており，
に入れて分類した。
まとまっているのでこちら
一日　乙未甲子甲午癸亥癸巳壬戌壬辰辛酉建辛卯庚申庚寅［エコ
五日　己亥戊辰戊戌丁卯丁酉丙寅丙申建乙丑乙未ロコ
六日　庚子己巳己亥戊辰戊戌丁卯丁酉丙寅丙申乙丑乙未乙丑建
図　庚子己巳己亥戊辰戊戌戊辰
十日　甲辰癸酉癸卯壬申壬寅辛未建辛丑庚午庚子己巳己亥己巳
十一日　乙巳甲戌甲辰建癸酉癸卯壬申壬寅辛未辛丑庚午庚子建庚午
十三日　丁未丙子丙午乙亥乙巳甲戌甲辰癸酉　秋分建癸卯壬申壬寅壬申
口　己酉戊寅戊申丁丑丁未丙子丙午乙亥乙巳甲戌甲口
十六日　庚戌己卯建己酉戊寅戊申丁丑丁未丙子丙午乙亥建乙巳乙亥
丑　未
廿日　甲寅建ロコ［ココ［［］［口［ココロコ庚辰庚戌建己卯己酉己卯
甲申甲寅癸未建癸丑壬午壬子辛巳辛亥辛巳
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廿三日　丁巳丙戌丙辰立夏建乙酉乙卯甲申甲寅癸未癸丑壬午壬子建壬午
廿五日　己未戊子戊午丁亥丁巳丙戌丙辰（2）
廿入日　壬戌辛卯建辛酉庚寅庚申己丑己未戊子戊午立冬丁亥建丁巳丁亥
光日　癸巳壬辰辛卯庚寅己丑己未
（一行＝一簡，前から順に196，210，128，134，71，109，106，185，33，25，167，212，230，68，
　　　78，182，全て疏勒河流域出土漢簡）
　春分や秋分のような馴染み深いものも散見される。「建」という文字が記されているものがかなり
あるが，これは「建除」で，十二直ともいい，現在でも少し詳しい暦注付きの暦には暦の中段とし
て残っている。建から始まって，除・満・平・定・執・破・危・成・収・開・閉の十二の日があり，
建の日がいつになるかは月によって定まっている（劉楽賢氏の『睡虎地秦簡日書研究』　　　以下
劉氏著書と称する　　　の三十五～四十ページを参照。注3）。T43・127にある「破」も建除だろう。
F22・632ABなどに見える「初伏」とは，それに「仲伏」「末伏」を加えて「三伏」と言われるも
のである。『史記・秦本紀』や『十二諸侯年表』によると，秦徳公二年（紀元前676年）にはじまる
祭りで，狗を傑にして暑気の毒を防いだとある。一般的には夏至以後第三回目の庚の日を初伏，四
回目の庚の日を中伏，立秋以後第一回目の庚の日を末伏とする方法が知られるが，この他にも暦注
によってやり方が違うものもある。元康三年暦譜は，『疏勒河流域出土漢簡』の復元に従った。「反
支」は，『後漢書・王符伝1注などに記されており，睡虎地秦簡日書では多くの反支に関する記述が
見られる（劉氏著書三〇〇～三〇七ページ）。
　2，暦注つき暦（その他の形式）
壬午　丙戌　己丑亡　壬辰
癸未　丁亥　庚寅　　癸巳　口如伏口山燧前憲
　　　　　　　　　　　　　皿
甲申　戊子　辛卯　　甲午　口子趙君上小奴利大刀口］
乙酉 160・2
廿二日丁卯開
廿三日戊辰閉月虚下臨
廿四日己巳建重　　　図
廿五日庚午除 T8・12
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　　四月
　　一日辛丑建金
　　　　　　　口
　　二日壬寅除復
ロコ三日癸卯満図　　　（A）
　　九日口
　　十日己丑破四口：口　　　光日図
　　十一日庚寅危仲伏
　　十二日辛卯成天李
　　十三日壬辰収八壊
　　十四日癸巳開厭口
　　十五日甲午閉亡
　　十六日乙未建反支
　　十七日丙申除
　　十八日丁酉満血忌往亡　　（B）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T65・425AB
癸癸癸癸口口辛図　　建未丑未口午口図　　　　　　　　　　　　　 F31・5
永光五年」正月乙巳朔大」二月乙亥朔小二日丙子春分」三月甲辰朔大十九日壬辰立夏」四月甲戌
　朔大
五月甲辰朔小四日丁未夏至」六月癸酉朔大入日庚辰初伏十入日庚寅中伏廿一日癸巳立秋」七月癸
　卯朔小入日庚戌後伏」入月壬申朔大入日己卯秋分　　（正面）
九月壬寅朔小廿三日甲子立冬　　　　　　口高五尺
十月辛未朔大
十一月辛丑朔小十日庚戌冬至
十二月庚午朔大十七日丙戌臆廿七日丙申立春己亥晦　　（裏面）　　　　　　　　　　　疏22表裏
［工1：［］ロコ　建酉　入月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疏173
壬申建　壬寅　辛未　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疏267
十二月大　　　　十六日戊辰平口　　　七月廿七日壬午
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一287一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開天李
口日癸丑建大口　　十七日己巳平口八魁　　廿入日癸未閉反支
口日甲寅徐八魁　　十入日庚午定反支口　　廿九日甲申建口
区1口　　　　　　　十九日辛未執　　　　　EI・日乙酉除　　　　（表面）
＋日癸巳執口口
十一日甲午破血忌天李　廿二日乙巳
口二日乙未危白口ココ　廿三日丙　　　（裏面） 疏437
九月辛丑朔大
口月壬寅朔大
五月癸卯朔小
三月甲辰朔小
　乙亥
　丙子
　丁丑
　戊寅
　己卯
　庚辰
　辛巳
立夏四月六日
立冬十月十一日
辛亥　甲子　夏至五月廿二日
壬子　乙丑
癸丑　丙寅
甲寅　丁卯　冬至十一月廿入日
乙卯　戊辰
丙辰　己巳
丁巳ロコ［工［ロコ
　　　己丑
　　　庚寅　初伏六月十九日
　　　辛卯
　　　壬辰
　　　　　癸巳　春分二月廿日
　　　　　　甲午
　　　　　　乙未 疏697
己未立春伏地再拝八月十三日請卿辱使幸幸大歳在酉在初口問初伏門図（正面）
三月辛丑朔小三月辛丑朔小三月己未立夏夏己未立夏入月十九日九日十九図（裏面） 羅26
　ここでは1であげたものとは形式が違う暦注つきの暦を列挙してみた。疏22と疏697，疏437は，森
鹿三氏が『敦燈・居延出土の漢暦について』の中で触れている。160・2の己丑の日についている「亡」
であるが，秦簡日書乙種に見える「亡日」に関係する暦注か，居延漢簡にも見られ後世の暦注下段
として生き残った「往亡日」の略なのか，それとも単に逃亡者がこの日に出たことを示すメモなの
かはわからない。T65・425Bにも見えるので，やはり暦注の一つと考えたい。この暦には，建除が
多く記されている他，別系統の暦注が多数ある。
　T8・12の「月虚」は清代の『協紀辮方書』巻六に記載があり，「月殺」と言われるものと列挙さ
れ，正月丑の日を起点に四季を逆行していき，正月丑，二月戌，三月未，四月辰，五月丑，六月戌，
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七月未，入月辰，九月丑，十月戌，十一月未，十二月辰の日がそれに該当し，凶日である。秦簡日
書甲種にも同様の日を不吉とする「到室」編がある（劉氏著書一六一，二ページ）。「下臨」は，こ
の日に月虚の神が地上に降りることだろうが，別種の暦注かも知れない。その隣の「重」は，「重日」
だろう。『欽定星暦考原』や『暦の百科事典』（4）によると，この日は陽が重なる巳の日と陰の重なる
亥の日に該当し，善悪のことが重なる日という。漢簡も巳の日にあたっている。
　次のT65・425A・Bは，最初に日時と干支，次に建除，そして最後に様々な暦注が付されている。
A面の一日の「金」，B面の十日の「四ロコロ」，十四日の「厭」は欠けたりしていて内容が不明だ
が，「厭」に関しては『欽定星暦考原』巻四にある「月厭」かも知れない。この暦のB面は建除で「建」
の日が未であるところから，六月のものだと推測出来る。そうならば，十二支で言うと六月は未の
月となるが，未の月の「月厭」は建除でいう「開」の日にあたると「協紀辮方書』巻十「宜忌等第
表」にあり，簡でも開の日にあたっている。A面の二日の「復」は「復日」だろう。『欽定星暦考原』
では「重日」と同様，善悪のことが共に重なる日で，正月・七月は甲庚，二月・八月は乙辛，三・
六・九・十二月は戊己，四月・十月は丙壬，五・十一月は丁癸の日が該当し，漢簡も四月の壬で符
号する。
　B面の「天李」は「天理」という星を指す。この日は良くない日とされ，秦簡日書甲種にも「天
李」編があり，その内容によると六月は卯の日が天李だという。この簡のB面は建除の建の日が未
であることからしても，やはり六月の暦だろう（劉氏著書二九七ページ以降）。十三日の「入壊」は，
疏437に言う「八魁」のことだろう。「後漢書・蘇寛伝』に「上帝開塞之将也。」とあり，注に「春三
月己巳丁丑，夏三月甲申壬辰，秋三月己亥丁未，冬三月甲寅壬戌，為八魁。」とある。十入日の「血
忌」と「往亡」は，ともに後世の暦注に残ったもの。「血忌」は「論衡・畿日』に見え，血を見るこ
とは凶となる日であり，後の暦注では鍼治療も凶となった（劉氏著書二入○ページ）。「欽定星暦考
原』では一月丑，二月未，三月寅，四月申，五月卯，六月酉，七月辰，入月戌，九月巳，十月亥，
十一月午，十二月子の日にあたる。「往亡」は『資治通鑑・晋紀』などにも言及されている。出掛け
るには凶の日で『欽定星暦考原』では，正月寅，二月巳，三月申，四月亥，五月卯，六月午，七月
酉，入月子，九月辰，十月未，十一月戌，十二月丑の日にあたる。T65・425B面は六月と推定され
るが，『欽定星暦考原iとずれることになる。
　3，特定の暦注にあたる日を列挙したもの
復日甲庚乙辛戊己丙壬丁癸未戊己甲庚乙辛戊己丙壬丁癸 T27・2
●口食日　［エ工工工］　戊申五戎
●天李　酉 T48・144
乙辛戊　乙辛戊　甲丁庚　甲丁庚　癸己丙　癸己丙　戊甲辛 T65・21
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帰死丑癸寅　子　丑　寅　子　丑　寅　子　丑　寅　子　口 T65・22
天李子　壬卯　午　酉　子　卯　午　酉　子　卯　午　酉　　　　　　　　　　　　　　T65・196
　「復日」は先に触れた。これは一年間の復日を記したものだろう。「天李」も前述。T65・21は，
一見なんのことかわからないが，この十干の配列と同じものは秦簡日書甲種の「土忌」編の中にも
見られ，劉氏は両者の間になんらかの関連があると考察されている。（劉氏著書一三入一“　一四一ペー
ジ）。「帰死」の日は後代の「帰忌」で，『協紀辮方書』や，暦注下段に見られる。現在でも一月から
「丑，寅，子」の順番を四回繰り返し，十二ヵ月分の「帰忌」日が配当されている。「癸」の字が入
っているのは術字だろう（劉氏著書二八入ページ）。
4，大時・小時
図霧蕩翻並在北方霧霧
薦並錬方薪鶴図
S4・T1・3
S4・T2・105
正月大時在東方害卯小時丑在東方害寅子朔巳反支辰解律　　　　　　　　　　　　　　　　　疏153
　ここに挙げた簡腰の前二者は，大時と小時がそれぞれその月のどの方角にあるかがわかるという
早見表のようなものだろう。『准南子・天文訓』に，「大時者，威池也。小時者，月建也。」とある。
威池は星の名前で，『准南子・天文訓』に，「威池者，水魚之圃也。」とある。威池は『欽定星暦考原』
によると，正月卯に起こって四仲を逆行し，この星のある方角は船に乗ったり川を渡ったりするこ
とは凶である。「月建」とは，月始めの夜に北斗七星の柄の先が指す方向の十二支を言う。また，清
代の『協紀耕方書』には，神の名として出ており，この神のある方角は戦闘に凶であるという。
　5，剛卯
若一心堅明　　　　ロコ剛卯
安上去外英　　　　則口：口
長示六ロコ（A）　口：［］明（B）
口書口亡　　　五鳳四年
口ロコ章　　　口［エコロ
ロ：［口（C）　丞光ロコ（D） 371・1A～D
正月剛卯　　　　赤青白黄　　　帝命祝融　　　庶役岡単
霊受四方（A）　四色賦当（B）以教蔓龍（C）莫我敢当（D） 446・17A～D
正月鰯卯既央　　赤青白黄　　　帝命祝融　　　庶役岡単
霊斐四方（A）　四色賦当（B）以教菱龍（C）莫我敢当（D） 530・9A～D
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　これは「剛卯」という一種のまじないで，『漢書・王葬伝中』に見え，服慶注によれば漢代の官吏
が邪気払いに身に付けた装身具に書かれた文句である。卯は漢姓の「劉」を意味するという。服慶
注に漢簡と同様の言葉がある。労軟氏に考察があり，元々は秦代以来の風習であるという（5｝。
　6，納音
［二月土音西食酉申地 T65・266
四月土音西食酉戌地区「 T65・278
［九月土音南食午未地　　　治南方吉治北方旬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T65・308
　納音とは，六十干支に五行を当てはめたもので，五行と干支が相合して発する音と言う。それが
日時に当てはめられて占いに使用される。ここにあげた漢簡は十二支のみの記載となっている他，
「土音」のみ見られるが，その言葉から納音としておく。
　7，六畜を殺してはならない日
　三日不可以殺六畜見血
　日不可以殺六畜見血
図十八日不可以殺六畜見血
　八日不可以殺六畜見血
　不可以殺六畜見血　　　　　（第一欄）
九月三日十九日廿四日不可以殺六畜見血
十月朔日廿日廿二日廿九日不可以殺六畜見血
十一月四日廿六日不可以殺六畜見血
十二月二日十一日廿四日珊日不可以殺六畜見血　　（第二欄）
　前述の「血忌」に類する日であろう。「血忌」の注を参照されたい。
　8，二十入宿と占い
図斗　　須女　　営　　奎
図虚　　東壁　　婁　　図
図須女　　営　　奎　図　（正面）
図　十五　口　　　　　　（背面）
口角　氏口
参　　輿鬼　　七星　　翼　　充 房 尾　牽牛　虚’［Z］（正面）
T58・21
疏864
疏865
一291一
図　十一　図　（背面）
図危　　奎　　胃図
図　　東壁　　口
図ft　心　　口
図　　与鬼　　七星図
図方九日以辛酉　　居西図
図柳　　張診　　氏　　心　　図
［ZIコ後母皆棄市　（正面）
図＋一　　　　（背面）
図南郷辰吉黍月東南郷辰吉入月図
図コ郷巳吉十月東南郷多郷辰吉十一月図
く図祠造成万倍〉㈹
張角氏心斗口（正面）
図＋　　　　　　　　　　　　　（背面）
壬癸亥子入官視事及挙百事凶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疏870～882
　これらの簡は二十入宿の名前が列挙されている他，月による方角の吉凶らしきものや，十干によ
る吉凶の占いが記されているが，乱雑でどのようにして使用したものかわからない。末尾の簡は内
容から秦簡日書甲種・乙種に見られる「入官」編に類似したものと考えられる（劉氏著書二〇三及
び三九二～三九四ページ）。
9，月殺
月殺丑　　戌図 T43・257
月殺丑　　戌図
　月殺は，前述の「月虚」に類似したものである。『協紀辮方書3等にも記載がある。
　10，方角に関する占い
［Z］方赤北方黒竃馬方口ZI
疏554
T43・232
図西楊成有●南薦宜●東李益寿
　T51・394の方は，「楊」「漏」「李」は姓を指すのではないか。
T51・394
　11，刑徳
口術巷門庭堂口堂庭門巷術野 T43・185
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徳堂庭門巷術野術巷門庭堂内中 T65・48
図徳所在　　　堂　［2］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S4・T2・80
　これは陰陽家の説で，刑徳説と言われるものに関係するものである。「准南子・天文訓』によると，
刑と徳が，室堂庭門巷術野の「七舎」を，徳は室から術へと，刑は術から室へと一ヵ月ずつ移動し
ていき，ある舎で合するのを「刑徳合門」という。日夜の時間が等しくなり，陰陽の気が均しくな
るところから二月・入月がそれにあたっている。劉氏は，秦簡日書甲種の「歳」編が日夜の比を示
しているところから，この学説に関係あるのではないかとしている（劉氏著書九九～－〇九ページ）。
漢代に流行したようで，各地の出土文献に見られるω。
　12，吉日を選ぶ
］●［口良日己丑己巳丁丑辛巳乙酉己丑丁酉図 T6・99
図午丙申大吉●忌五戌庚甲辛卯癸亥入月三日図 T65・57
出入奴　脾良日乙丑辛図（A）
荊棘杏梓不吉図（B） T65・165AB
図日利以ロコ及行壬子吉不可殺牛口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疏863
　T65・165AB以外は何に関する吉日かわからない。　T65・165は奴隷の売り買いに良い日のこと
がA面と，樹木に関する不吉の話がB面である。何かするのに良い日の占いは睡虎地秦簡日書にも
かなり多い。樹木の吉凶に関しても秦簡日書に見られ，植樹や伐採に関するものと，植物の種類に
関するものがある。疏863は旅行の吉日と，牛を殺してはならない日が一緒に出ている。牛について
の良日，悪日に関する占いは秦簡日書甲種・乙種ともに見られる（劉氏著書一二三～一二六ページ，
三二八～三三二ページ）。
　13，入卦
≡■■象川下乾上希在六三六｛］：口］：口 馬387
i≡幽離下乾上易得同人希在九目吉口徳ロコ白［］ココ正 馬388
　14，雑占
示通人口之　耳鳴得事　耳鳴望行事　目濡有来事 269・9
目建左目潤右目潤 435・6A
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269・9，433・6は蒔英群氏によって，『漢書・芸文志』にのる雑占のひとつであると考えられてい
る（8）。
15，その他の占いもしくは祭祀関係と思われる簡腰
東方衛鬼1家有□
図属夜半者男子取之其人見豫爪須口目善口乳人事数人也姓孤氏字子
口孫口絨之内中嬰間立中［ZI
図五月不肥命　天候在中　五月移徒吉凶　西北股光
ロコ功［エエコ　　……　　吏卒失亡　　　正北吉昌
［戊』癖己（簡の右側に図形あり）
図コ平●戊失亡貸負●巳失火口Z］（A）
区［エユコ並母以伝図　　　　　　　（B）
車祭者占牛馬毛物黄白青馴以取婦嫁女祠祀遠行入官遷徒初疾［Zl
図帝門主客衣黒衣其兵持弓矢大衝口
厭魅書家長以制日躁魑名魑名為天牧鬼之精即滅亡有敢苛者反受其央以除為之
●画地三周宿其中冠口
旅　聞盗事　有凶事　有客従遠所来　有所得
生子東首者富南首者貴西者貧北首者不寿　●生子見天者
雲気将出湿有理天不耐雨空陰耳
東北来則逆根傷生民多疾病風従東方来則逆震五穀傷干震風従東図
　458・1Aは，劉楽賢氏によると秦簡日書甲種の「盗」編と同様の内容で，
77・11
458・1A
T5・57A
T5・79
T11・6AB
　T40・38
　T40・181
　　T49・3
　T59・137
　　　疏249
　　　疏525
　　　馬567
　　馬1179
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものを盗んだ人の人相
特徴を占うものであるという。Pt湾漢簡（9｝にも，「神亀之法」なる盗まれたものと盗んだ入物につい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一294一
ての占いがあり，窃盗犯発見の占いは普遍的なようである。T5・57Aは，良く似たものが秦簡日書
にいくつかあり，この簡のように移動に関するものとしては劉氏によって「遷徒編」と名付けられ
たものがある（劉氏著書入六～九〇ページ，注11）。T11・6ABは，劉氏により秦簡日書乙種「失
火」編との類似が指摘された（劉氏著書四〇〇～四〇一ページ）。T59・137は，地面に円か何かを
描いてその中にいると災いにあわなくてすむということか。疏249は旅行の吉凶に関する占いで，類
似のものは秦簡日書にいくつかあり，Pt湾漢簡にも「問行者」という項目がある。疏525は生まれた
子の吉凶に関するもので，秦簡日書乙種に良く似た占いがある。馬1179は風による占いで，『史記・
天官書』に同様の占いがある。
　16，占術もしくは宗教的な内容と思われるものの判別し難い簡順
区口人名剛　　（この下に人形が書いてある）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85・40
頼天力口成邪
図室　以土徳代火家図
100・3
225・32
図豫図也重門撃析以待暴客 395・10
図而得其所止占客在門所為来者言［コ T43・174
四月得占客在門所為来者言図
図口萎耀南姻
T43・197
T56・233
区［口失口出口後取家三人乃口［［口三家［工工］長女不出三月必有服
●甲日初禁酉古酒群歓者　［］
T57・38
T59・40A
図壁舎不害日図 T59・783
●申有兄弟喪有官傲事有財物口 T61・6
敢言之廼今日二日乙丑胡虜W騎犯塞入攻旙図
又今日囚廃日天雨恐有戎兵 F22・371・F22・372
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母忘　丑　未　寅 疏311
大黄種　●五行　●土図　●土府　●財口 疏566
図月　舎酉舎子 疏628
是日書 疏659
仙師軟令三口星鎮定空黒安（表）
金木水　　　　　　　　　　（裏）（11） 疏830
ロコ魂醜僑陽兵家祭之図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉1503
　ここには，占術などに関すると思われるものの断定しにくい簡贋を集めた。85・40は，この下に
人形が書いてあるところなどは，秦簡日書甲種に見られる「人字」を想起させる。T43・174とT43・
197は，出土地点が同一であること，内容がほぼ重なることから，同一の冊書を構成していた可能性
が考えられる。月ごとに何か（客？）を占うためのものとは考えられないだろうか。T61・6は，申
の日に起こることが列挙してあるように思える。F22・371～F22・372に「囚廃」という言葉が見
える。その直後に「日く」の語があり，これは人名かも知れないが，「囚廃」が未知の暦注で，その
暦注に曰く，天雨たりて恐らくは戎兵有り、という解釈が出来るかも知れない。
結語
　以上，占術・暦注などに関する簡履を集めて，注をつけてきたが，実際に集めてみると内容的に
はまとまりに欠けるものの，種類や数量はかなりのものがあり，改めてこれらの簡順を重視せねば
ならないと感じた。特に秦簡日書とつながる占いや暦注が数多く見いだせたばかりか，清代の「協
紀辮方書』に受け継がれるものもあったと確認出来たのは，収穫と言ってよいと思う。また，「居延
新簡』に関して言うと，T43，　T65のふたつの発掘区域の簡贋に，占術関連の簡順が集中している
ことがわかった。これらの簡腫は本来「日書」のように占術書としてまとまって存在していた可能
性がある。今後，筆跡などの観点から見ていくと，冊書の復元が出来るかも知れない。
　紙幅の都合上，注釈は簡単なものしかつけられなかった。詳しくは，注に挙げた研究や，「准南子・
天文訓』等，または清代のものだが「欽定星暦考原』『協紀辮方書』などを参照されたい。
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注
（1）森鹿三「敦煙・居延出土の漢暦について」同氏著『東洋学研究一居延漢簡編」同朋舎，一九七五年。この論文
　　は主に漢暦そのものを論じ，暦注などは建除・三伏などが触れられている。他に漢簡の暦に触れたものとしては，
　　陳夢家氏の『漢簡綴述』（中華書局，一九八〇年）の二二九ページ以降や，愈忠轟氏「漢簡考暦」（一九入八年，
　　文津出版社）がある。敦煙簡については羅振玉氏の「流沙墜簡』の術数編に詳しい。漢簡の暦注に関しては他に
　　張培喩氏『出土漢簡吊書上的暦注」（「出土文献研究続集』所収，一九入九年，文物出版社）が，本稿で取り上げ
　　た各種の暦注について解釈を加えている。敦煙漢簡に関しては毅光明氏「従敦煙漢簡暦譜看太初暦的科学性和進
　　歩性』（「敦煙学輯刊』一九九五年第二期）がある。
（2）ここの「丙辰」は，『疏勒河流域出土漢簡1によると，写真にはないという。
（3）劉楽賢「睡虎地秦簡日書研究1文津出版社，一九九四年。秦簡日書について全体的に解説を加えたもので，西北
　　地区出土漢簡の内容と関連する箇所には適宜漢簡を引用してあり，加えて占術に関する説明や文献の紹介・引用
　　も多いため本稿作成時に非常に参考となった。
（4）暦の会編『暦の百科事典』新人物往来社，一九八六年。
（5）労1除「居延漢簡考釈之部』所収「居延漢簡考謹」（一九六〇年，中央研究院歴史語言研究所専刊之四十）。
（6）疏880簡のこの部分は，字がはっきりせず，「疏勒河流域出土漢簡」では釈文しておらず，注釈としてマスペロ氏
　　が釈文したものを挙げてあるのを転載した。
（7）居延漢簡に見える刑徳学説については，曾憲通氏の「居延新簡「刑徳七舎」疏諦」（一九九二年蘭州・中国簡腰
　　学国際学術研討会論文）があるが，本稿執筆時点では未見である。他に馬王堆漢墓からも刑徳に関する文書が出
　　土しているという（馬王堆「刑徳」乙本九宮図諸神程，江漢考古一九九三年一期）。
（8）醇英群「居延漢簡通論』甘粛教育出版社，一九九一年。五一入ページ参照。
（9）一九九三年江蘇省東海県サ湾村の前漢末期漢墓出土の簡腰類。地方行政文書の他，『六甲陰陽書Jという占いの
　　簡腰が出土した。釈文は『文物』一九九六年八月に掲載された。
（10）他に林剣鳴氏「『睡s簡与「放1簡「日書」比較研究」（『文博・先秦・秦漢史1一九九三年十一月や，胡文輝氏
　　の「居延新簡中的『日書』残文」（『文物』一九九五年四期）がこの簡について触れている。
（11）『敦煙漢簡釈文』では，これを晋代のものの可能性があるとしている。
　最後に，居延漢簡を使用していないため本文中では触れなかったが，睡虎地日書については工藤元男氏の
　「雲夢睡虎地秦簡「日書」より見た法と習俗」（「木簡研究』10，1988年所収）
　「埋もれていた行神一主として秦簡日書による一」（東京大学「東洋文化研究所紀要」106，1988年所収）
　「雲夢睡虎地秦墓竹簡『日書』より見た秦・楚の二十八宿占い一先秦社会における文化の地域性と普遍性をめぐっ
て」（「古代」88，1989年所収）
　などの一連の論考がある。なお，中国での研究も多いが，紙幅の都合上割愛させて頂いた。ご寛恕を願う次第であ
る。新出のP湾漢墓簡腰に見られる占いについては，劉楽賢氏の「ヲ｝湾漢簡『行道吉凶」初探」（「中国史研究j1997
年第4期所収）がある。
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使用漢簡表
簡　番　号 原本頁 備　　　考 簡　番　号 原本頁 備　　　考
77・11 137 T65・57 423
85・40 152 T65・100 426 更始三年
100・3 165 T65・165 431
111・6 181 本始四年 T65・196 433
160・2 263 T65・241 436
176・53 281 T65・266 437
225・32 363 T65・278 438
269・9 453 T65・308 440
309・15 505 T65・425 447 五鳳／陽朔？
371・1 547 F22・372 501
395・10 551 五鳳四年 F22・636 518 建武七A／六B
435・6 562 F22・637 518 建武七A／六B
446・17 565 F22・638 518 建武七／六？
458・1 570 F22・716 523
506・18 610 F31・5 536
530・9 645 建平二年 S4・T1・3 551
T5・57 22 S4・T2・74 560
T5・79 23 始建国天鳳年間 S4・T2・80 560
T6・99 42 S4・T2・105 562
T8・12 51 疏22 35 永光五年
T11・6 59 疏153 42
T27・2 78 疏173 43
T40・38 88 疏249 47
T40・181 97 疏267 48
T43・127 109 疏311 51
T43・174 111 疏437 59 永元六年
T43・185 112 疏525 65
T43・197 112 疏554 67
T43・232 114 疏566 68
T43・257 115 疏628 72
T48・144 141 疏659 74
T49・3 143 疏697 77 永始／天鳳／建安
T51・394 205 疏830 86
T56・233 323 疏863 88
T57・38 339 疏864 88
T58・21 350 疏865 88
T59・40 361 疏870～882 89
T59・137 368 羅26 99
T61・6 417 馬387 40
T65・18 420 馬388 40
T65・21 420 馬567 58
T65・22 420 馬1179 122
T65・48 422 玉1503 156
備考
①表内簡番号欄は，簡の番号のみを示し，同一の簡のA面B面，表裏などについては一切省略した。
②原本頁欄は，それぞれの簡がテキストの何ページに掲載されているかを示している。テキストを参照する際の一
　助になれば幸いである。
③備考欄の年号は，その簡に記された年号か，干支から推定される年号である。複数の年号がある場合は，陳垣氏
　「二十史朔閏表』とその簡の干支を照合した結果，複数の年が該当することを示す。干支から推定される年号のう
　ち，敦燈漢簡と居延漢簡（一九三〇年代出土簡）の一部については森鹿三氏の論考（本文注1）を参考にした。
④建武七A／建武六Bとある所（F22・636と637）は，その簡のA面が建武七年，　B面が建武六年である事を示す。
　F22・638は，　A面が建武七年，　B面が建武六年と推定したが，　F22・636，637と番号が近いことを根拠とする。
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